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利
権
を
排
し
、
真
っ
当
な
政
治
を
！ 

◆
〝 

裏
金
国
家 

〟
を
糺
す
！ 

 

１
６
日
、
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
な
ぜ
日
本
は

貧
し
く
な
る
の
か
ー
失
敗
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
ー
」
を
藤
沢
市
民
会
館
で
開
催
。
講
師
に
、

金
子
勝
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
を
迎
え
、

２
０
１
５
年
か
ら
始
ま
る
言
論
を
抑
圧
す
る

自
民
党
“
ア
ベ
派
”
を
中
心
と
し
た
政
治
経
済

体
制
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

金
子
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
間
の
自
民
党
裏

金
問
題
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ム
ラ
社
会
、
い
わ
ゆ

る
経
済
利
権
と
、
そ
れ
を
誤
魔
化
す
た
め
の

忖
度
人
事―

内
閣
人
事
局
に
よ
る
高
級
官
僚

掌
握
に
加
え
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
問
題
等
、
あ
ら

ゆ
る
カ
ネ
を
乱
用
し
た
結
果
、
現
在
の
“
裏
金

国
家
”
が
確
立
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と…

。 
 

安
全
性
も
担
保
さ
れ
な
い
の
に
コ
ス
ト
髙

ば
か
り
の
原
発
。
不
具
合
ば
か
り
で
全
く
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
マ
イ
ナ
保
険
証…

ど
れ
も
、

利
権
を
生
み
出
す
た
め
の
温
床
で
す
。 

 

自
民
党
総
裁
選
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

立
憲
民
主
党
も
代
表
選
！
力
強
い
野
党
、
国

民
の
声
を
し
っ
か
り
と
国
、
制
度
に
反
映
す

べ
き
だ
！
と
金
子
氏
の
弁
に
は
拍
手
喝
采
！ 

 

そ
う
遠
く
な
い
総
選
挙
に
向
け
て
、
阿
部

と
も
子
も
国
家
を
糺
す
べ
く
邁
進
し
ま
す
。 

 
 

◆
真
に
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
！ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
の
た

ん
ぱ
く
質
を
作
る
も
と
に
な
る
遺
伝
情
報
の

一
部
（
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
を
体
内
に
入
れ
、
免
疫
を

創
る
と
い
う
、
全
く
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
で
す
。 

従
っ
て
広
く
副
反
応
を
集
め
、
綿
密
な
分

析
は
不
可
欠
。
と
こ
ろ
が
副
反
応
が
接
種
後

３
か
月
、
半
年
、
１
年
後
な
ど
に
出
現
（
遅
発

性
）
し
た
り
、
長
引
い
た
り
（
遷
延
性
）
す
る

事
例
が
多
発
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
厚

労
省
は
こ
れ
ま
で
の
報
告
基
準
（
接
種
か
ら

発
現
ま
で
２
８
日
間
）
を
変
え
ず
、
こ
う
し

た
副
反
応
が
見
過
ご
さ
れ
て
来
た
の
で
す
。 

あ
べ
と
も
こ
は
報
告
基
準
を
改
め
、
医
療

機
関
へ
の
注
意
喚
起
を
徹
底
し
て
、
可
能
な

限
り
副
反
応
を
取
集
し
て
分
析
す
べ
き
と
国

会
で
追
及
。
そ
の
結
果
、
よ
う
や
く
厚
労
省

は
重
い
腰
を
上
げ
、
遅
発
性
・
遷
延
性
の
副

反
応
報
告
の
徹
底
を
、
先
月
、
改
め
て
都
道

府
県
に
通
知
し
ま
し
た
。 

来
月
か
ら
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
体
内
で
自
己
増

殖
す
る
タ
イ
プ
の
「
次
世
代
型
」
ワ
ク
チ
ン

も
接
種
開
始
と
。
そ
の
大
前
提
は
こ
れ
ま
で

の
副
反
応
の
検
証
と
被
害
の
救
済
で
す
。 

◆
石
橋
湛
山
記
念
館
を
訪
ね
て 

８
月
中
旬
、
超
党
派
石
橋
湛
山
研
究
会
の
有

志
で
山
梨
県
甲
府
市
の
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

石
橋
湛
山
記
念
館
を
訪
問
。 

盆
地
の
甲
府
は
暑
さ
も
格
別
で
し
た
が
、
館

長
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
維
持
、
運

営
さ
れ
て
い
る
記
念
館
は
、
戦
時
の
遺
品
な
ど

の
展
示
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。 

石
橋
湛
山
は
、
戦
前
は
日
本
の
満
州
侵
略
に

小
日
本
主
義
を
掲
げ
て
反
対
の
立
場
を
取
り
、

戦
後
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
占
領
下
で
四
年
間
の

追
放
を
さ
れ
た
の
ち
、
１
９
５
６
年
の
自
民
党

初
の
総
裁
選
挙
の
決
選
投
票
で
岸
信
介
を
破

っ
て
首
相
と
な
り
ま
し
た
。 

就
任
時
の
所
信
に
述
べ
た
五
つ
の
誓
い
と

し
て
の
綱
領
は
、
国
会
運
営
の
正
常
化
、
政
官

界
の
粛
正
、
雇
用
の
増
大
、 

福
祉
国
家
の
建
設
、
世
界 

平
和
の
確
立
で
し
た
。 

政
治
と
金
や
統
一
教
会 

と
の
癒
着
が
問
題
に
な
る 

昨
今
、
政
治
家
は
襟
を
正 

し
て
湛
山
の
言
葉
に
耳
を 

傾
け
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。 

   

https://www.facebook.com/abetomoko.jp 
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